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1 上越市オンブズパーソン制度の概要 
 

1  制度の目的  

    上越市オンブズパーソン制度は、市民主権の理念に基づき、市政に対する苦情を適切

かつ迅速に処理し、また、市政を監視することによって、市民の権利利益の擁護と市政

の是正・改善を図り、市政に対するより一層の信頼の確保に資することを目的として平

成 15 年 10 月 1日に発足しました。 

 

2  オンブズパーソンの役割 

  ⑴ 市民の市政に関する苦情を調査し、処理します。 

  ⑵ 市政を監視し、自らの判断で正すべきところがないか調査します。 

  ⑶ 正すところがあれば市に意見の表明、勧告又は提言をします。 

 

3  苦情申立ての対象となるもの 

      誰でも苦情を申し立てることができます。ただし、苦情申立ての内容は、市の業務の

執行に関する事項及び当該業務に関する職員の行為に関することで、本人に直接の利害

関係があり、その事実のあった日から 1年以内のものです。 

 

4  苦情申立てとして扱えないもの 

⑴ 議会に関する事項 

⑵ 判決等により確定した権利関係に関する事項 

⑶ 裁判所等で係争中の事項 

⑷ 監査委員が監査の請求に基づき、監査しようとしている事項及び現に監査を行ってい

る事項 

⑸ 職員の勤務条件又は身分に関する事項 

⑹ オンブズパーソンの行為に関する事項 

また、「税金の使い方など、市政に対する提言や要望に関する事項」など直接の利害関係

がない場合は苦情申立てとしては扱えません。 

 

5 苦情申立ての方法 

     苦情申立ては、本人(代理人も可)が原則として書面により行うことになります。郵送

やファクシミリ、Ｅメールでも申立てができます。 
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     苦情申立書は、パンフレットとともにオンブズパーソン事務局、市役所木田庁舎や南・

北出張所・区総合事務所、高田・直江津図書館の窓口に備え付けてあります。また、市 

のホームページからも申立書を入手できます。 

苦情の内容、住所、氏名、電話番号などの必要事項の記載があれば、所定の様式以外

でも申し立てることができます。制度の利用に要する費用は、無料です。 

 

6 苦情申立人への通知 

     オンブズパーソンは、苦情申立てに係る苦情調査の結果について、申立人に速やかに

文書で通知します。 

 

7 オンブズパーソンの組織等 

⑴ 定数  

オンブズパーソンの定数は、2人以内です。 

（現在は１人の方が就任しています。）  

⑵ 委嘱 

     オンブズパーソンは、人格が高潔で社会的信望が厚く、地方行政に関し優れた識見を

有する者のうちから、市長が議会の同意を得て委嘱します。 

   ⑶ 任期 

     オンブズパーソンの任期は 3年で、1期に限り再任されることができます。 

   ⑷ その他の職員 

     オンブズパーソンによる調査を補佐するため、専門調査員を置くことができます。ま

た、制度を運営するための事務局として職員が配置されています。 

 

8 活動状況の報告・公表 

 オンブズパーソンの活動状況は、毎年度、市長及び議会に報告するとともに、市ホー

ムページ等で公表します。                                                 

 

 

 

 

 
 


